
第5回 

市民放射線被ばく量調査報告会 

 
平成２５年 ９月１４日 石井住民センター 

平成２５年 ９月１６日 大平住民センター 
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  講  師 

   二本松市放射線専門家チーム 

   獨協医科大学国際疫学研究室室長・福島分室室長 

     准教授 木村真三先生 
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   主に石井・大平地区の測定者の結果に 

   なります。 

２ 内部被ばく量調査の経過 

 

３ 今後の方針 
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二本松市ＷＢＣ測定状況 

表１ 6月分まで 

測定月日 対象 通知数 測定数 測定率％ 

23.11.10～24.1.20 先行地区 1,202 983 81.8 

24.2.6～25.3.31 先行地区 1,115 967 86.7 

25.4.1～25.2.17 小中高学生 5,970 4,270 71.5 

25.2.18～25.3.31 ２０～２２歳 1,537 727 47.3 

25.4.1～25.6.30 石井・大平 4,142 1,474 35.6 

計   13,966 8,421 60.3 
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グラフ２       二本松市WBC測定 月別測定率 
                                           ≪H２３年１１月～H２５年６月≫ 
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グラフ３    ＷＢＣ検出数の変化 
  

二本松市ではＷＢＣ測定後全員の結果を放射線アドバイザーに再解析していただいています。 

再解析後は、「おおむね3分の1」ほどに絞り込まれています。 

再解析前 再解析後 
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グラフ4      WBC年齢別測定結果 (再解析結果） 
                        平成２５年４～６月測定分 
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グラフ5      年齢別検出率 （再解析後） 
                       Ｈ25年4～6月測定分 
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グラフ６     預託実効線量結果 

                   平成２５年４～６月測定分 
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グラフ７    WBC再解析結果と山菜摂取状況 
                           ２５年４～６月測定分 
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グラフ８    再解析結果と山菜摂取状況 

                        Ｈ25年4～6月測定分 
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グラフ７ の結果をパーセント表示したものです 
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参考資料１   山菜摂取状況  （４～６月 月別集計） 
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参考資料２  検出された方の外活動の内容 
                                

                                     ２５年４～６月測定分 
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参考資料3    預託実効線量と食行動の関係 

                     Ｈ25年3月報告時のデータ 
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2  内部被ばく量調査経過 

  【２３年１１･１２月】  

         ・市内空間放射線量メッシュ調査で比較的高値であった地区 

           (岳下･杉田･大平・小浜・成田・上長折地区の一部) 

          のうち、県による詳細調査後、8/28～9/7間 に市による 

          屋内放射線量を測定した375世帯のうち測定可能で希望した方   

  【２４年１～３月】  

          ・上記中屋内測定未実施104世帯 +市内3歳6か月児以上幼児 

  【２４年度】     

          ・岡野式WBC（3月～9月） 乳幼児（就学前～H24.5月生まれ）   

          ・小学生（4月～）、中学生（10月～）、高校生（11月～） 

          ・19歳～（H25.1月～）、 H25.3月現在 22歳の測定を実施   

    【２５年度】 

        ・4月から２３歳以上の方を対象に測定開始 
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 ３ 今後の方針 

          「放射能汚染から市民を守るための健康管理計画」より 

（１） 健康管理対応   １mSｖ／年を目指す 

 

   ① 被ばく量管理   市民健康手帳の配付（Ｈ24年度配付） 

                   ２５年度は出生者に配布 

   ② 放射線学習会    

      Ｈ25年度 ○市民を対象に 市放射線アドバイザーの講話 

      内容： 「 低線量被ばくの影響」 

      テーマ：「知って学んで伝えあおう」～放射能から大切なものを守るために～       
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  ③ 健康診査の充実  

      対象年齢の引き下げ 30歳⇒19歳以上者 

     検査項目の充実 

        ・血液検査（白血球・腎機能等）項目追加 

     自己負担金の軽減   

        ・3割負担⇒1割負担へ 等  

     平成25年度総合健診 ８／２０～１１／１・・・ ４１日間実施                

  

    ④ 妊婦リフレッシュ事業   

      市内16施設（岳温泉等）と契約 

     ・妊娠期間中に宿泊費補助券（1枚5000円）を10回利用可  

      ※Ｈ25年度末までの予定     

  ⑤ 乳幼児リフレッシュ事業 
      親子バス旅行の経費補助事業  

      ・バス借り上げ料、入場料その他施設料、保険料の補助 

      ・対象は、幼稚園（公立12、私立5）・保育所（公立7、私立8） 

18 



（２） 被ばく量調査      
  
 ① 個人積算線量計 
    ・年1回測定継続 
    ・測定後の高値者への詳細調査（面接・各種測定)   
 

 ② ＷＢＣ調査の継続  

    ・市民の測定 Ｈ25年4月～ 23歳以上の測定実施 
 
      1. 先行地区の実施 （石井・大平・杉田・小浜） 
      2. 空間線量測定の結果で順次測定を行う 
        ※詳しくは災害対策情報等にてお知らせいたします。  
      3. 土日測定の準備中。 
         
      分析依頼  
       茨城県立医療大学 教授 佐藤斉先生 
       獨協医科大学   准教授 木村真三先生                                      
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